美術科学習指導案
指導者○○　○○

１　履修単位数　      　単位

２　実施日時　      令和　年　月　　日（　）　時間目

３　学  　級　      　ＨＲ美術選択者（　　名）

４　使用教科書        ○○図書　　美術1 
５　題材名　　　　○○○○

６　題材設定の理由
	  この題材でどのような資質・能力を養うのか、どのような視点から設定したのかを明確にし、次の内容から記述する。
　①生徒観（生徒のこれまでの美術活動の経験、教材に対する傾向や調査結果、一般的な学年の発達、予想される生徒の学習活動等を説明する。）
　②題材観（学習指導要領の教科目標や学年目標、年間指導計画、他題材の学習内容との関連、評価計画における題材の位置付け、教材の特性、学校行事や地域の季節的行事、他教科や総合的な探究の時間等との関連、「題材を実施する価値」を説明する。）
③指導観（指導で特に重視することや学習形態の工夫、その他の配慮事項など、これまでの学習の成果と課題を踏まえた上での授業改善の工夫、生徒のよさや可能性を生かす工夫や手立てを説明する。例えば、「考えを整理するため、グループ活動を取り入れる」、等を書く。）



７　題材の目標
	　学習指導要領の目標や内容、「内容のまとまりごとの評価規準」、生徒の実態、前題材までの学習状況を踏まえて、題材の目標を作成し設定する。また、題材の目標と評価規準との整合性を図る。


　(1)「知識及び技能」に関する題材の目標
　　・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○理解する。（共通事項）
　  ・○○○○○○○○○○○○○○○○○○工夫して表す。（「A表現」(2)）
　　　※前半が「知識」の目標、後半が「技能」の目標とするか、それぞれ分けて示す。
　(2)「思考力、判断力、表現力等」に関する題材の目標
    ・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○構想を練る。（「A表現」(1)）
　　・○○○○○○○○○○○○○○○見方や感じ方を広げる。（「B鑑賞」(1)）
　　　※前半が「発想・構想」の目標、後半が「鑑賞」の目標とするか、それぞれ分けて示す。
　(3)「学びに向かう力、人間性等」に関する題材の目標
　　・○○○○○○○○表現したり鑑賞したりする学習活動に取り組もうとする。

８　題材の評価規準
	ア 知識・技能
	イ 思考・判断・表現
	ウ 主体的に学習に取り組む態度

	７（１）に対応し、知識と技能をそれぞれ分けた場合は、それぞれに対応した評価規準を書く。
知・・・・・・

技・・・・・・

文末「～している。」
	７（２）に対応し、それぞれ分けた場合は、それぞれに対応した評価規準を書く。
発・・・・・

鑑・・・・・

文末「～している。」
	７（３）に対応した評価規準を書く。当該学年の「観点の趣旨」を踏まえ作成する。
態表・・・・・

態鑑・・・・・

文末「～しようとしている。」


	  題材についての評価規準は、国立教育政策研究所教育課程研究センターの「『指導と評価一体化』のための学習評価に関する参考資料（芸術　美術）令和３年１２月」に示されている第２編の各教科における「内容のまとまりごとの評価規準」を作成するための手順」や、第３編の「題材ごとの学習評価について」から「題材の評価規準」を導き出す。

　評価規準の文末表現は、「おおむね満足できる」状況（B）を実現した生徒の姿を想定した「～しようとしている。」「～している。」などの表現にする。


９　指導と評価の計画（全○時間）
（評価計画を含めて書くことが望ましい。「『指導と評価一体化』のための学習評価に関する参考資料（芸術　美術）」を参考にする。）

	
	時間


	学習のねらい


	生徒の活動


	評価規準

【評価方法】

	
	１


	・○○について見方や感　じ方を深める。


	・○○根拠をもって批評する。     

	○知・・・理解しているかを見取
る。・・・理解できるようにする
などの指導を行う。

◎鑑・・・見方や感じ方を深めているかどうかを評価する。

　【活動の様子、ワークシート】

	２


	・主題を生成する。


	・○○などから主題を生成する。                     

	○発・・・主題を生み出せているかどうかを見取り、・・・について考えさせたりするなどの指導を行う。

　【アイデアスケッチ】

	
	
	
	

	  ６


	・○○について考え、見方や感じ方を深める。


	・○○の作品を鑑賞し、
感じたことや考えたことなどから根拠をもって批評し合う。


	◎態鑑・・・について考えようとしているかどうかを評価する。

　【活動の様子、ワークシート】




　  ○題材の評価規準に照らして、適宜、生徒の学習状況を把握し指導に生かす。

    ◎題材の評価規準に照らして、全員の学習状況を把握し記録に残す。

10　本時の指導(○／○時間)
（１）目標
  本時の具体的目標を生徒の行動目標で書く。

　　（「～する。」等）

（２）展開
	 時間
	学習活動
	評価方法・留意点

	    分


    分

    分


	１　本時の活動のめあてを確認する。

２　○○する。

３　本時の活動を振り返り、次時の活動を確認する。


	
・用具・材料などの活用に関する注意点、他教科・他の題材との関連などを記入する。

　（～させる。 ～促す。～準備しておく。）



（３）　評価及び指導の例

	「十分満足できる」と判断される状況


	「おおむね満足できる」状況（Ｂ）よりも質的に高まった状況を実現している生徒の姿を具体的に想定して、記述する。



	「おおむね満足できる」状況を実現するための具体的な指導
	指導の手立てを具体的に想定して、記述する。


	
	


「題材の目標」との整合性を図ること。





   学習課題


   本時のめあて（～しよう。　～を感じ取ろう。等）


 　※本時で何をどのように学ぶのか、見通しがもてるめあてを示す。





１人１台タブレットPC等を利用した場面を太字で記入し、枠で囲むこと。





   具体的な評価規準


 ○○の作品を鑑賞し、感じたことや考えたことなどから根拠をもって批評し合う。


 【活動の様子、ワークシート】








